
〔晩期の土器〕第3 ． 7群土器（小形とつくり形・壺形）
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〔後期・晩期の土器〕第3群土器 459 ．第7群土器－460 （粗製）

☆ （459）は、AK1I出土の「十腰内I式」とつくり形土器下半と思われる。

は、AN1b B1I出土で、 「大洞C2式」土器に伴出した無頚の壺形土器

好 （459）は、AK1I出土の「十腰内I式」とつくり形土器下半と思われる。 (460)

は、AN1b B1I出土で、 「大洞C2式」土器に伴出した無頚の壺形土器（袖珍土

器）である。

。 （459）は、底面が上げ底であるが、上部の器形は不明である。 (460)は、球形で
● ● ● ●

器表面は、手すぐねのため凹凸がある。

・ 施文は、 （459）は、胴部に2条、底部直上に2条の沈線文があり、これらの沈線で

区画される施文帯には、右下りの縄文が二段に施文される。

（460）は、無文のもので、手ずくね成形の整形痕が認められる。

・ 色調は、 （459）は黄褐色、 (460)は黒色を呈する。胎土・焼成は、 (459)が最

良、 (460)は、やや悪い
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〔晩期の土器〕第7 ． 9群土器（鉢形・壺形）
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〔晩期の土器〕第7群土器－462 ． 464 （粗製） 第9群土器461 ･ 463 (粗製）

☆ （462 ． 464）は、それぞれAN1b-B1M･AK2Ⅲ出土の「大洞C2式」鉢形

・壷形上器である｡鉢形土器は､約;､壺形土器はき弱の現存である。
。 （462）は、口縁が小波状を呈し、 口頚部がゆるく外反し、肩部がやや張る器形で、

胴部もふくらむものである。 （464）は、末広がりの頚部をもち、胴部のふくらむ器形

である。

☆ （461 . 463）は、AK21･AK2Ⅲ出士の「大洞A式」台付鉢形・鉢形土器である。

･ (461)は、把手の付くもので、台付鉢形、 (463)は鉢形であるが、全体器形は不

明である。

・ 施文は、 （462）は、単軸撚糸文、 （464）は、 口頚部が無文、胴部には縄文が施文される。

また、 (461)は「大洞A式」の突起と沈線文、および斜行縄文、 (463)は、 「入組

工字文」が施文される。

・ 色調は、 (461 ･ 462)は灰黒色、 (463)は黄褐色、 (464)は黒色を呈する。胎

土・焼成は、良い。特に（464）は最良である。
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〔晩期の土器〕第8 ． 9群土器（深鉢．台付鉢．壺形）
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〔晩期の土器〕第8群土器467 （精製）第9群土器－465 ． 466 （粗製）

☆ （467）は、AK2Ⅲ出土の「大洞C2-A式｣→(仮称）→(聖山式」大形壺形土器の

の肩部～胴上半部の破片である。

☆ （465 ． 466）は、両者ともAK2Ⅲ出土の「大洞A式」鉢形・台付鉢形（台部欠）

土器である。

。 いずれも、全体器形は不明であるが、 （465）は鉢形～深鉢の下半部のもので「入組

み工字文が施文される。 （466）は、把手の付くもので、おそらく台付鉢形と思われる。

（467）は、壺形土器で、大形の壷と思われる。このものの施文は、 「大洞C2式」

と、 「大洞A式」の施文要素をもつもので「大洞C2式」の主文様である「曲線文」と、

「大洞A式」の主文様である「入組み工字文」が施文される。

・ 色調は、 （465 ． 466）は、灰黒色、 （467）は黄褐色を呈し、胎土・焼成は､（467）

は、最良で（465 ． 466）は、良好である。
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〔晩期の土器〕第9群土器 p、p･L81
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468 （粗製）

A1l出土の「大洞A式」壺形土器である。

〔晩期の土器〕第9群土器

☆ （468）は、ANlb

・ 器形は、 口径が広く、肩部が張らず胴部はふくらみ球形に近い形態である。また、底

面は、上げ底である。

・ 施文は、頚部に無文帯をもち、肩部に1条の沈線文がある。胴部には縄文がやや不規

則に施文されるものである。

・ 色調は、内外とも黄灰白色、胎土・焼成とも良い。
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p･P・L82〔晩期の土器〕第9群土器（壺形）
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〔晩器の土器〕第9群土器 469 （粗製）

☆このものは、ANlb-BII出土の「大洞A式」壺形土器である。

。 このものの器形は、平縁で肩部が張らす長胴で、特徴ある器形で、一タイプとして捉

えることが可能である。なお底面は上げ底である。

・ 施文は、頚部に2条の平行沈線文、胴部には、こまかい縄文が左下りに施文される。

・ 色調は、外面赤褐色、内面灰褐色を呈する。胎土・焼成とも良く堅繊である。
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〔晩期の土器〕第9群土器（台付鉢形） P・P・L83
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〔晩期の土器〕第9群土器 470 (半精製）

☆ （470）は、AK2Ⅲ出土の「大洞A式」台付鉢形土器である。

・ 器形は、 口縁が小波状を呈し、口頚部が強く外反し、肩部も強‘肩部も強く張るもので、 台部は、

欠失しているものである。

。 施文は、頚部～肩部へかけて、 3条の平行沈線がめぐり、 3条目の左右に粘土粒と山

型の沈文がある。また、胴部には、単軸撚糸文(L・ r)が縦位に施文されるものである。

・ 色調は、内外とも灰黒色を呈し、胎土・焼成とも良い。
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poP・L84〔晩期の土器〕第9群土器（深鉢形）
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〔晩期の土器〕第9群土器－471 （粗製）

☆ここに掲げた土器は、AK2Ⅲ出土の「大洞A式」深形土器である。

。 このものの器形は、平縁で口頚部が外反し、肩部が丸味をもってふくらむもので、底

面が欠失している。

・ 施文は、 口頚～肩部に3条の平行沈線文か施文され、粘土粒か二段に付されるもので

ある。

また、胴部には、 0段多条の縄文がつけられるものである。

・ 色調は、外面黒色～茶褐色、内面は黒色で煮沸痕を認める。胎土・焼成とも良い。
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〔晩期の土器〕第9群土器（深鉢形）
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〔晩期の土器〕第9群土器 472 （粗製）

☆ （472）は、AK2Ⅲ出土の「大洞A式」鉢形土器である。

。 このものの器形は、口頚部が外反し、肩部が張らず丸味をもつもので、底面は上げ底

のものである。

・ 施文は、口頚部～肩部へかけて3条の平行沈線文が施文され、粘土粒が2こ1対ずつ

二段に付けられる。口縁と胴部には、二段単節縄文が施文されるものである。

・ 色調は、外面上半灰黒色、下半黄褐色、内面上半灰黒色、下半黄褐色を呈する。
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〔晩期の土器〕第9群士器（深鉢形） P・P･L86
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(粗製）〔晩期の土器〕第9群土器－473

☆ （473）は、AK1Ⅲ出土の

。 このものの器形は、平縁で、

「大洞A式」鉢形土器である‘

口頚部は外反し､肩部はわす7肩部はわずかに張る器形で底面は上げ

底である。

・ 施文は、 口頚部に3条の平行沈線文と粘土粒があり、胴上部の平行沈線と、底部直上

の2条の沈線文によって、施文帯が上下二段となっており、上段には、 「入組み工字文」、

下段には、単軸撚糸文が施文されている。

・ 色調は、外面暗褐色、内面黒色、胎土・焼成とも良い。
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〔晩期の土器〕第9群土器（深鉢形）
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〔晩期の土器〕第9群土器474 （粗製）

☆ （474）はAK2Ⅲ出土の「大洞A式」深鉢形土器である。

。 このものの器形は、 口頚部がやや外反し、肩部が丸味をもってわずかにふくらむもの

で底面は、わずかに上げ気味のものである。

・ 施文は、頚部より肩部へかけて4条の沈線文と、 2こ1対の粘土粒があり、胴上半部

には、 3条の沈線文が施文され、その間には「入組み工字文」が施文されるものである。

また、胴下半部には、左下りの縄文が施文される。

・ 色調は、外面上半灰黒色、下半黄褐色、内面上半灰黒色、下半黄褐色を呈し、胎土・

焼成は良い。
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p・P・L88〔晩期の土器〕第9群土器（鉢形）
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〔晩期の土器〕第9群土器－475 （粗製）

☆ （475）は、AK2Ⅲ出土の「大洞A式」鉢形土器である。

。 このものの器形は、 口頚部か外反し、肩部は丸味をもって張る器形のもので、胴部も

またふくらむ器形で底面は、一部上げ底を呈する。

・ 施文は、口頚部に平行沈線文が2条、頚部～肩部に2条の平行沈線と2こl対の粘土

粒が4対付くもので、胴中央下の平行沈線文と、底部直上の平行沈線文で区画される。

上下二段の施文帯には、 「入組み工字文」 ・縄文帯があり、さらに口縁直下にも縄文か

文される。

･ 色調は、外面黒褐色、内面黒褐色下半赤褐色、胎土・焼成とも良い。
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〔晩期の土器〕第9群土器（鉢形） p・p・L89
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〔晩期の土器〕第9群土器－476 （粗製）

☆ （476）は、AK2M出土の「大洞A式」鉢形土器である。

。 このものの器形は、平縁で、肩部がわずかにふくらむ器形で底面は平底である。

・ 施文は、口頚部に平行沈線文が2条、肩部に1条の沈線文と2こ1対の粘土粒；施又は、 LI頚部に半ｲ丁沈線又か2条、眉部に1条の沈線文と2こ1対の粘土粒を付け

るもので、胴上半部の施文帯には「入組み工字文」が施文され、 さらに底部直上の平行

沈線文で区画される胴下半部には、左下りの縄文が施文されている。

色調は、外面赤褐色、下半黒色、内面灰黒色一部朱ぬり痕を認める。胎土・焼成は良

い。
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〔晩期の土器〕第9群土器（鉢形） P・P･L90
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〔晩期の土器〕第9群土器－477 （粗製）

☆ （477）は、AK2Ⅲ出土の「大洞A式」鉢形土器である。

｡ この土器の器形は､ 口頚部がわずかに外反し､肩部が張り気味の器形で平底のもので

ある。

・ 施文は、口頚部～肩部に3条の平行沈線文と粘土粒、胴部中央と底面直上に1～2条

の沈線文があり、それによって区画される上下二段の施文帯には「入組み工字文」と単

軸撚糸文が施文されるもので、 口縁下にも撚糸文がある。

・ 色調は、外面灰黒色、内面黒色一部黄複色で、胎士。焼成とも良い。
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〔晩期の土器〕第9群土器（台付鉢形）
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〔晩期の土器〕第9群土器－478 （粗製）

☆ （478）は、AL11出土の「大洞A式」台付鉢形土器である。

。 このものの器形は、平縁で口頚部は外反し肩部が張る器形で、台部が高く、器高か高

いものである。

施文は、 口頚部～肩部へ3条の平行沈線文があり、 2こ1対の粘土粒も二段につけら

れるもので、肩部下には、 0段多条のL･R縄文が施文される。また台部の付根にも1

条の沈線文がある。

色調は、外面灰褐色、台部赤褐色、内面上半黒色、下半赤褐色、胎土・焼成とも良い。
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〔晩期の土器〕第9群土器（台付鉢形） p・P・L92
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〔晩期の土器〕第9群土器－479 （精製）

☆ （479）は、AK2Ⅲ出土の「大洞A式」台付鉢形土器である。

。 この土器の器形は、平縁で、肩部が丸味をもつ器形で、台部も

末広がりの台部と思われる。

F半が欠失しているか、

・ 施文は、口頚～肩部に2条の沈線文と、 2ケ1対の粘土粒を4対付けるもので、胴下

部に1条の沈文線に区画される施文帯には「入組み工字文」が施文され、台部にも、同

様の施文がある。

・ 色調は、内外とも黒褐色で朱ぬり痕がある。胎土・焼成とも最良である。
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〔晩期の土器〕第7群土器（台付鉢形） p・P･L93
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〔晩期の土器〕第7群土器-480 (粗製）

☆ （480）は、AN1b B1I出土の「大洞C2式」台付鉢形土器である。

。 このものの器形は、口頚部が外反し、肩部が張り、胴部が丸味のある器形で台部は末

広がりの安定した台部をもつものである。

・ 施文は、 口頚部に3条の沈線文があり、粘土粒と、欠失しているが把手の付くもので、

胴部には、単軸撚糸文が施文されるものである。

・ 色調は、外面灰褐色、台部赤褐色、内面黒褐色を呈する。胎土・焼成は良い。
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P・P･L94〔晩期の土器〕第9群土器（台付鉢形）
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〔晩期の土器〕第9群土器-481 (精製）

☆この（481）は、AK2Ⅲ出土の「大洞A式」台付鉢形土器である。

。 このものの器形は、平縁で、肩部がやや張り、スンナリと細形の器形のもので、この

器形のものも一タイプ°である。

・ 施文は、頚部に1条、肩部に1条の沈線文があり、この沈線文上には、 2こ1対の粘

土粒が4対付けられるものである。また、胴部下位にも1条の沈線文があって施文帯を

区画し、その間には「入組み工字文」が施文される。また、台部にも同様の施文がある。

・ 色調は、器内外とも赤黒色を呈し、朱ぬり痕を認める。胎士・焼成とも最良である。
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〔晩期の土器〕第9群土器（台付鉢形） p・P・L95
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〔晩期の土器〕第9群土器 482 （精製）

☆この（482）は、AK1I出土の「大洞A式」台付鉢形土器である。

。 このものの器形は、口縁は平縁で、肩部が張るタイプ°である。

・ 施文は、頚部に2条の沈線文がめぐり粘土粒を付す。肩部下と、胴下部の沈線文の間

には、 「入組み工事文」が施文されるものである。

・ 色調は、外面黒褐色、内面灰褐色、胎土・焼成は最良である。
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〔晩期の土器〕第6 ． 9群土器（台付浅鉢。台付鉢形） p・P・L96
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〔晩期の土器〕第6 ． 9群土器－483 ． 484 （精製）

☆ここに掲げた（484）は第6群、 （483）は第9群とした「大洞C1式」、 「大洞A

式」台付鉢形土器である。

。 （484）は、 口縁が小波状を呈し、肩部が張る器形で、 （483）は、口縁が平縁で2

こ1対の突起を4対付すもので、肩部が張らない器形である。 （なお両者とも台部が欠

失している）
？

。 施文は、 （484）は「大洞Cl式」の主文様である刻目文・大腿骨文が施文され、

（483）は、 「大洞A式」の主文様である入組み工字文がある。

・ 色調は、 （484）は、内外とも明燈色、 （483）は、朱ぬり痕のある土器で、外面灰

褐色、内面黒色を呈する。両者とも胎土・焼成は最良である。
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〔晩期の土器〕第9群土器（台付鉢形・皿形）
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〔晩期の土器〕第9群土器－485 ． 486 （精製）

☆ （485 ． 486）は、AK2Ⅲ出土の「大洞A式」台付鉢形・皿形土器である。

。 （485）の器形は、平縁に突起を4対付けるもので、 口頚部が外反し、胴部がややふ

くらむものである。 （486）は、平縁で肩部が丸味をもつ器形で、底面厄、丸底である。

・ 施文は、 （485）は、平縁に4対の突起がつくもので、頚部に2条の沈線文があり、

その中には、 2こ1対の沈線文が4対付けられる。また胴部中央下には1条の沈線文が

めぐる。この沈線に区画される間には､｢入組み工字文」が施文される。 （台部は欠失)。

。 （486）も、頚部に3条、胴部に2条、底部直上に2条の沈線かあり、 この区画内に

は、 「矢羽根状文」が逆方向に二段施文されているものである。

・ 色調は、 （485）は、外面灰黒色、内面黒色、 （486）は外面灰褐色、内面黒色であ

る。胎土・焼成は、両者とも最良である。
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p・P・L98〔晩期の土器〕第9群土器（台付鉢形・皿形、土器）
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〔晩期の土器〕第9群土器487 ． 488 （精製）

☆ここに示した（487 ． 488）は、AK2I出土の「大洞A式」台付鉢形・皿形土器

（袖珍土器）である。

。 （487）は、袖珍土器であるか、山型突起をもつ波状口縁で、肩部の張らない器形で

台部は内側が空洞となっていないものである。また、 （488）は、 ミニチュアの皿形土

器で、胴部のふくらむ器形で、修理孔が2こ認められる。

・ 施文は、 （487）は、 「入組工字文」が施文され、 （488）は「矢羽根状文」が二段

逆方向に施文されるもので、両者とも「大洞A式」の施文パターンを備えたものである。

・ 色調は、 （487）は、内外とも黄褐色、 （488）は黒褐色を呈する。胎土・焼成とも

最良である。
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〔晩期の土器〕第9群土器（浅鉢形・境形）

489

P・P･L99

490
蕊1『『;鐙2::5.『癖』露壁‘;:認軸』 ﾆラ

…；鶏§:鐸…
諭
麓驚溌篭篭

識

Ｔ

Ⅱ

￥

職

単

叫

式

蛙

●

脾

￥

、

品

鯵
］
轆
叩
羅
蕊
蕊曲蹴

詫榊

癖

AK2IAK] I~r

－18．5

’
’5

1

－14．5

単軸

R|

〔晩期の土器〕第9群土器-489 ･490 (精製・半精製）

☆ （489） 、 （49()）は、両者とも「大洞A式」浅鉢形．碗形土器である。

． この（489）は、波状口縁で、山型突起が4こ、その間に小突起が4こ付すもので丸

底を呈する。 （490）は、 口縁が平縁で、強く湾曲する胴部をもつ器形で、底面は丸底

である。

・ 施文は、 （489）は、頚部に3条、胴下部に2条の沈線文が施文される他は無文であ

る。 （490）は、単軸撚糸文が施文される。

・ 色調は、 （489）は、外面黄褐色、内面灰褐色、 (490)は、内外とも暗褐色を呈し、

胎土・焼成は良い。 （☆なお、 489は、口唇部に沈線文があり、内面にも2条の沈線が

めぐるもので、 「砂沢式」の前段階のものである。

また、 （490）は、今後検討する必要がある器形と考えている。 ）
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P・P・L100〔晩期の土器〕第9群土器（皿形）
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〔晩期の土器〕第9群土器 491 （精製）

☆ （491）は、AK2I出土の「大洞A式」皿形土器である。

。 このものの器形は、 口縁が平縁で、横に広がる突起が4対口縁に付くもので、肩部の

張る皿形をなす器形である。なお底面は平底を呈する。

・ 施文は、頚部に無文帯をもち、肩部下に3条の沈線文がめぐり、胴下部にも2条、底

面直上にも1条の沈線文が施文される。

これらの沈線文で区画される間には、矢羽根状文が逆方向に2段施文される。また上

段の2条の沈線には、 2こ1対の粘土粒が4対付き、器内面にも1条の沈線文がめくる

ものである。

・ 色調は、内外とも灰黒色を呈し、胎土・焼成とも最良で朱ぬり痕を認める。
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〔晩期の土器〕第9群土器（浅鉢形） P・P･L101
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〔晩期の土器〕第9群土器－492 ． 493 （精製）

☆ （492 ． 493）は、AK1M･AK2m出土の「大洞A式」皿形土器である。

。 このものの器形は、 （492）は、口縁が平縁で、口頚部が外反し、肩部が張る器形で、

底面は平底である。 （493）は、口縁が平縁で口頚部が外反するのは、前者と同様であ

るが、 （493）は、胴部がふくらむ器形で底面は平底である。

・ 施文は、 （492）は口頚部～肩部に3条の平行沈線文、胴部中央下に2条、底部直上

にも2条の平行沈線があり、これらの沈線文で区画される施文帯には「矢羽根状文」が

2段に、逆方向に施文される。 （493）も施文手法は同様で「矢羽根状文」が施文され

る。

・ 色調は、 （492 ． 493）とも灰白褐色で、胎士・焼成とも最良である。
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〔晩期の土器〕第9群土器（皿形）
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〔晩期の土器〕第9群土器－494 （精製）

☆この（494）は、AK2I出土の「大洞A式」皿形土器である。

。 このものの器形は、口縁が平縁で、肩部が張る器形で、底面は上げ底である。

・ 施文は、口縁上部に縄文、頚部に無文帯をもつもので、胴部下には2条の沈；・ 施文は、口縁上部に縄文、頚部に無文帯をもつもので、胴部下には2条の沈線文が施

文され、肩部下には、外側に突出する山型突起をもつもので、 「大洞A式」の主文様が

ある。また、胴下部には、 0段多条の縄文が施文されている。

・ 色調は、内・外とも灰黒色を呈するが朱ぬり痕が認められる。胎士・焼成とも最良で

ある。
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〔晩期の土器〕第9群土器一括 P・P・L103
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☆（495～502）は、いずれも第9群とした

「大洞A式」土器である。

。 このうち、 （496 ． 498）は、皿形、他

は鉢形土器である。
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poP･L104〔晩期の土器〕第6～9群土器一括
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〔晩期の土器〕第7 ． 9群土器一括 P・P・L105
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☆（524～549）は、いずれも鉢

形士器であろう。

。但し、 （528． 543）は皿形・

碗形である。

。 （547 ． 548）→第7群。

･ (531) →第8群。

・その他は第9群土器である。
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〔晩期の土器〕第3 ． 9群土器一括 P・P･L106
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〔晩期の土器〕第7 ． 9群土器台部 P・P・L107
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〔晩期の土器〕－（572～580)－台部（精製・粗製）

☆ （576～578 ． 580)は、第7群「大洞C2式」 、他は第9群土器「大洞A式」の台

部である。

． （572～575 ． 579）は精製土器の台部、他は粗製である。
● ● ●

。 （572 ． 573 ． 575）は、台部にスカシのあるもので、出土が少ないものである。
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p・P･L108〔晩期の土器〕第6 ． 7 ．8群土器台部
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〔晩期の土器〕一（581～585）－台部（精製）

☆ (581～585)は、いずれも精製土器の台部で多分台付浅鉢形の台部と思われる。

。 （581）は「大洞Cl式」 、 (582 ． 583)は「大洞C2式」 (584 ． 585)は「大

洞A式」の台部であろう。

･ (581 ･583 ･ 584)には臭みシがあるが出土は少ないものである。
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〔晩期の土器〕第7群台付土器。壺形土器口頚部 P・P･L109

586

587

88

§

AK2m AK2m AK2m

589
愚鐘蕊

霞 590

議
鯨:坤 :

藤』笠；: :
# :
二屯

L*鷺“

職<

謹鳶溌

溌騨蕊 ： ：

;I§ #
蕊

AK2I AK2I

〔晩期の土器〕－（586～558 ． 589， 590）－台部、 口頚部（精製・粗製）

☆ （586～588）は、第7群「大洞C2式」土器の台部、 (589 ． 590)は、 「大洞C2

式」の壺形土器の口頚部破片である。

。 このうち、 （588～590)は精製、他は粗製である。
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P・P･L110

595

〔円盤状土製品〕

594

鵬
593

ミ

i
鑿

澱蕊巌蛙鈩躁群爵鑑

603

蕊

〔円盤状士製品〕一（591～603)

。 （591 ． 596～598 ．600 ･ 605)は、後期初頭「十腰内I式」

晩期の土器片を活用したものもある。

･ (606)は、中央に穿孔があるが他のものには無い。本遺跡でに

のが少ない。

本遺跡では

土器片を活用、他は、

中央に穿孔のあるも
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〔土師器〕第10群土器（坏形） P・P･L111

608

AN12I

13．5－

4．8

〔土師器〕第10群土器608

☆ (608)は、AN2-N12I出土の土師器（坏形）である。

。 この坏形土師器は、不整な平縁で器形としては浅いもので、 口頚部が開く器形で、上

げ底である。底面には、回転ロクロによる「糸切り痕」を認める。

・ 色調は、明燈色を呈し、器外面に巻き上げ成形と思われる接合痕を認める。

②この坏形土器は、AN2－N12V上で検出した、第5号住居趾の「カマド」の袖で出

土したもので、住居趾の年代を知るための良い資料である。
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P・P・L112〔土師器〕第10群土器（坏形）

609

溌蕊蕊弾蕊蕊議

鱗

鍵

AN2-N12I
－13．6－

、

－4．7－

〔土師器〕第10群土器609

☆ (609)は、AN2-N12I出土の坏形土師器である。

。 このものの器形は、 口縁に向って直線的にひらく器形で、坏形としては、当地方にお

いては、最も一般的な器形である。なお、底面は上げ底で、回転ロクロによる「糸切り

痕」が認められる。

・ 色調は、器内外とも明燈色を呈する。胎土・焼成は良い。
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〔土師器〕第10群土器（甕形・坏形） P・P･L113

610 611
総PJ 平F P碑4
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〔土師器〕第10群土器610 ．611

☆ (610 ･ 611)は、ANlb-A2Ⅲ、AN2 N10Ⅲ出土の甕形・坏形土師器であ

る。

o (610)は、甕形で、 口頚部は外反し、肩部は丸味をもつ器形で、底面は、中央部で

上げ底のものである。また、 (611)は、肩部がわずかにふくらむ器形で底面は、上け

底である。なお(610 ･ 611)とも、その底面には径1mm弱の細砂が付着するものであ

る。

・ 色調は、 (610)は内外とも明燈色で胎土には砂粒を含む。このものは、 「赤焼き系」

のものである。 (611)は、黄褐色で、胎土に砂粒を含むが焼成は良い。
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〔土師器〕第10群土器（甕形） p・P･L114

612

AN2-N111

15．7

｜

’
8 ？

☆ (612)は、AN2 N11I出土の甕形土師器である。

。 このものの器形は、口頚部が外反し、肩部が丸味をもってふくらむ器形で、底面は欠

失していて不明なものである。

。 このものの器表面は、口頚部～底部まで、ケズリが見られ整形が、きわめて、ゆきと

どいたものである。

・色調は、外面灰白色、内面灰黄色で、胎士に砂粒を含むが、焼成は良く、堅徹なもの

である。
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〔土師器〕第10群土器（甕形） P・P･L115
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〔土師器〕第10群土器－613

☆ （613）は、ANlb-A21出土の甕形土師器である。

・ 器形は、口頚部が外反し、胴部中央がふくらむ器形で、 Ⅲ

底である。この底面には、砂粒が付着している。

・ 器表面には、部分的ではあるがケズリが認められる。

底面はやや不整であるが上け

・ 色調は、赤燈色で、胎土に砂粒を含むが焼成よく、軟質である。このものは「赤焼き

系」土器と思われる。
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〔土師器〕第10群土器（甕形） PoP･L116

614

：
20． 0－

AN1b－B11

28． 0

1

８
６

１
０
０

7.4

〔土師器〕第10群土器-614

☆ （614）は、ANlb B1 I出土の甕形土器である。

。 このものの器形は、 口頚部が強く外反するもので、肩部が丸味をもって張り、

長い器形で、底面は上げ底のものである。

・ 器表面は、すき間もなくケズリがあり整形は念入りである。

・ 色調は、明るい白褐色を呈し、胎土・焼成とも良く堅織なものである。

胴部の
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〔土師器〕第10群土器一括

615

P・P･L117

洋盟 悪 も ﾆﾆﾆZ弾輝 弓二』 二泳盆騨蕊日ﾆﾆ 認 乱

撒

ﾖﾆﾖ:
群

’L蓉二

616

AN2N13I

AN2R13I

〔土師器〕第10群土器-615 ･ 616

☆ (615 ･ 616)はそれぞれAN2 -

・ 両者とも破損しているため器形は、両者とも破損しているため器形は、

N13I、AN2-R131出土の甕形土器である。

不明なるも、 （616）は、 口頚部が外反するもの

で、 （614）と同様の器形と思われる。 （615）は、口頚部もないため器形は不明なる

も、器表面は剥離した部分もある。

色調は、 (615)は外面灰白色、内面は黄褐色を呈する。 (616)は、外面灰黒色、

内面も同様である。胎土・焼成は、両者とも良い。

202-



〔土師器〕第10群土器（甕形） P・P・L118
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〔土師器〕第10群土器一括 P・P･L119
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〔土師器〕第10群土器一括（底部） P・P・L120
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〔須恵器〕第11群土器（長頚（細口）壺形・甕形） P・P・L121
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①引鐡石仁 S・P L1
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S．P･L2〔肖ﾘ器〕－その2
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S・P・L3〔肖ﾘ器〕－その3
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S．p･L4
〔磨製石斧〕－その2
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S．P．L5〔石皿〕 その3
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〔円盤状扁平石器〕 S・R・L6
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S．P･L7
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〔石弾〕 S．P．L8
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S．P．L9
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〔線刻石〕 S ．P･L10
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〔岩偶・石冠・挟入石器〕 S．P･L11
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観音林遺跡出土、 〔骨類〕その1 B・P・L1
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B・P・L2〔観音林遺跡出土、骨類〕その2
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〔鉄製品〕 BoP･L4
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